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本研究では，幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園において PLC 醸成をめざした際

の，教育・保育課程等編成のプロセスを明らかにすることを目的とした。カリキュラム・

マネジメントによる学校文化変革のプロセスと PTLC の関係性を整理した上で，PLC 醸成

をめざしたカリキュラム編成のプロセスを示し，それをもとに，PLC 醸成にむけた教育・

保育課程等編成のプロセスを示した。そして，『幼稚園教育要領解説』，『保育所保育指針

解説』，『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』で示された教育・保育課程等編成

の手順と比較し，プロセスやリーダーシップのあり方に関する違いが確認できた。 

 

キーワード：専門職の学習共同体，専門性，教育・保育課程の編成 
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はじめに 

 予測不可能な現代社会の中を，子ども達が生き抜く力を育むためには，教職

員が学び続け，専門性を高める必要がある。教職員を中心とした多様な専門的

な知識・技能を有した人々が，子ども達の学びと成長を第一の目的とし専門性

を 高 め 続 け る た め に 協 働 す る 概 念 と し て 「 専 門 職 の 学 習 共 同 体

（Professional Learning Community：PLC）」がある。PLC とは「子ども達

の学びと成長のために持続的に学び合い，専門性を高め続ける教職員を中心と

した集団」（熊谷・藤井 2019）である。これまでの PLC に関する研究

（DuFour2008；Hipp & Huffman,2010；Hord & Tobia,2011；織田 2014；

千々布 2014；新谷 2014，木原ら 2015；露口 2015；福畠ら 2017；坂田ら

2019）は，学校を対象に行われてきた。 

 一方で，幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園等の幼児教育施設に目を

向けると，学校現場と同様に，専門職である職員ら１）が協働して子ども達の

教育にあたっている。『保育所保育指針』には「第５章 職員の資質向上」と

して，「質の高い保育を展開するため，絶えず，一人一人の職員についての資

質向上及び職員全体の専門性の向上を図るよう努めなければならない」と示さ

れており，学校と同様に専門性の向上が重要な課題となっている。『幼稚園教

育要領』及び『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』においてはそのよう
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な直接的な記述は無いが，専門性の向上に努める必要があることに変わりは無

い。これらの幼児教育施設における多様な他者同士の協働や専門性の向上に関

する課題に対しても，先に触れた PLC 論が援用可能であると考える。 

 それでは PLC は，どのようなプロセスで醸成されるのであろうか。PLC を創

造するための戦略として，Hord & Tobia（2011）は，専門職の教授・学習サ

イクル（Professional Teaching & Learning Cycle :PTLC)を開発した。

PTLC のサイクルが機能すれば，学校において PLC が醸成されることが期待で

きる。しかし，熊谷・藤井（2019）は，PTLC のような組織における新たな取

組に対しては例外なく成員からの抵抗を生み出すとし，Shein（2009）の文化

の「学習／変容のモデル」をもとに，「カリキュラム・マネジメントによる学

校文化変革のプロセス」（以下：学校文化変革のプロセス）を示している。そ

れは，学校文化の変革を「変革の動機づけ」，「変革のための学習」，「再文化化」

の 3 つの段階で示した PLC 醸成へむけたプロセスである。このプロセスと

PTLC とは多くの類似点を含むがそれらの大きな違いは，学校文化変革のプロ

セスには「変革の動機づけ」段階で教職員の危機感を一時的に高めたうえでそ

の危機を乗り越えるための見通しをもつプロセスがある点である。熊谷・藤井

（2019）は，「子どもの学びと成長」に焦点をあてながら，学校内外の現状を

調査し，課題を把握，共有することが，「このままでは子どもたちの学びと成

長に良くない状況である」と危機感をもつことにつながるとし，教職員が協働

して子ども達の学びと成長に関与する課題や教育目標を明確にし，それを達成

することができるカリキュラムを編成することが見通しとなると述べる。すな

わち，幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園等の幼児教育施設についいえ

ば，教育課程・保育課程・全体的な計画（以下：教育・保育課程等）２）の編

成が園３）における危機を乗り越える見通しとなり PLC 醸成の動機づけとなる

ということである。しかし，学校文化変革のプロセスには，カリキュラム編成

に至る具体的なプロセスまでは言及されていない。その点については，先に述

べた PTLC の中で具体的に示されており，カリキュラム編成を行ううえで大き

な示唆を与えてくれる。 

 以上のように，学校を対象にした PLC 醸成をめざしたプロセスに関する研

究は行われているが，学校文化変革のプロセスと PTLC との関連性が十分に検

討された先行研究は無い。また，PLC 醸成をめざしたカリキュラム編成のプロ

セスは明確になっていない。更に，幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園

を対象にした PLC 醸成に関する研究はこれまでに行われていない。そのため，

幼児教育施設において PLC の醸成をめざしたカリキュラム編成に至る具体的

なプロセスを示した研究もない。 

 そこで，本研究では幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園において PLC

醸成をめざした際の，教育・保育課程等編成のプロセスを明らかにすることを

目的とする。その際，まずは学校文化変革のプロセスと PTLC の関係性を整理

した上で，PLC 醸成をめざしたカリキュラム編成のプロセスを示す。そして，

それをもとに，PLC 醸成にむけた教育・保育課程等編成のプロセスを示す。 
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Ⅰ 学校における PLC 醸成をめざしたカリキュラム編成のプロセス 

１ 「変革の動機づけ」段階における PTLC のステップと PLC 醸成をめざした

カリキュラム編成のプロセス 

 ここでは，学校文化変革のプロセスと PTLC の関係性を整理し，PLC 醸成を

めざしたカリキュラム編成のプロセスを示した（表１）。 

学校文化変革のプロセスの第一段階「変革の動機づけ」には，PTLC の「ス

テップ１：検討する」，「ステップ２：選別する」，「ステップ３：計画する」が

対応する。 

 「ステップ１：検討する」で記されている「子どもの学業到達データ」とは，

子どもの学びや成長に関するデータと捉えることができる。「学習期待」とは，

教育目標（めざす子ども像）と，「子ども達が学習すべき重要な概念や習得す

べきスキル」とは，法令や学習指導要領で示される資質・能力等と捉えること

ができる。これらを踏まえて，カリキュラム編成のプロセスに置き換えると，

この段階は「①カリキュラムのための検討」であり，「教職員らが学年やグル

ープで，法令・学習指導要領等を踏まえて，子どもの学びや成長に関するデー

タや教育目標（めざす子ども像）について検討・議論を行う。その際，教職員

らが教育・保育目標（めざす子ども像），評価方法，現行のカリキュラムにつ

いて共通理解を図るために協働する」プロセスであるといえる。 

「ステップ２：選別する」で記されている「子どものスタンダード習得を

促進するため」とは，大きく捉えると「教育目標（めざす子ども像）を達成に

むけて」と言い換えることができる。また，「研究を基礎とした戦略」は，日

本の学校の文脈では校内研究や校内研修に位置付けることができる。「効果的

な学習支援のための戦略」とは，教育目標を達成するための教育内容・方法と

いえる。これらを踏まえて，カリキュラム編成のプロセスに置き換えると，こ

の段階は「②カリキュラムのための選別」であり，「教職員らが教育目標（め

ざす子ども像）達成にむけて，校内研究・研修等に位置付け，教育内容・方法，

学校・地域の教育資源，評価方法等に関する情報を収集し，選別する」プロセ

スであるといえる。 

「ステップ３：計画する」で記されている「授業の目的・教材・手順・期

間，そして子どもが取り組む活動を概観する共通の公式計画」とはカリキュラ

ムと捉えることができる。そして，「子どもの学習のどのようなエビデンスを

収集するか」とは，評価規準と捉えることができる。これらを踏まえて，カリ

キュラム編成のプロセスに置き換えると，この段階は「③カリキュラムの組織」

であり，「教職員らが協働的に選別した教育内容・方法，学校・地域の教育資

源等からカリキュラムを組織し，評価規準を決定する」プロセスであるといえ

る。 

「①カリキュラムのための検討」の段階は，子どもの学びや成長に関する

データから現状を把握，教育目標（めざす子ども像）についての検討・議論に

よって表面化した課題によって，教職員の危機感が一時的に高められる段階で

ある。 
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表１ 学校文化変革のプロセス及び PTLC をもとにしたカリキュラム編成のプロセス 

学校文化変革のプロセス PTLC 
PLC 醸成をめざした 

カリキュラム編成のプロセス 
第一段階： 
変 革 の 動 機 づ
け 
 
現 状 と 課 題 の
把握 
 
教 育 目 標 ・ ビ
ジ ョ ン ・ め ざ
す 子 ど も 像 ，
学 校 経 営 計
画 ， カ リ キ ュ
ラ ム ， 評 価 方
法等を見直す 
 
校 務 分 掌 ， 校
内 研 究 ， 校 内
研 修 等 の 組 織
構造を見直す 

危機 感を
高める 

ステップ１：検討する 
教師たちが，子どもの学業到達

データや学習期待を検討・議論す
るために，学年レベルないし教科
部門チームで活動するプロセス。
このプロセスにおいて，教師たち
は，子ども達が学習すべき重要な
概念や習得すべきスキル，学年な
いし課程における評価方法，そし
てカリキュラムの領域と系列につ
いて，共通理解を開発するために
協働する。 

①カリキュラムのための検討 
教職員らが学年や教科のグ

ループで，法令・学習指導要
領等を踏まえて，子どもの学
びや成長に関するデータや教
育目標（めざす子ども像）に
ついて検討・議論を行う。そ
の際，教職員らが教育目標
（めざす子ども像），評価方
法，現行のカリキュラムにつ
いて共通理解を図るために協
働する。 

危機 を乗
り越 える
見通 しを
もつ 

ステップ２：選別する 
 教師たちが，子どものスタンダ
ード習得を促進するために，研究
を基礎とした戦略や必要な資源を
調査するプロセス。このプロセス
において，教師たちは効果的な学
習支援のための戦略や，子どもの
学習に関する根拠を提供するため
に用いられる評価技術を承認す
る。 

②カリキュラムのための選別 
教職員らが教育目標（めざ

す子ども像）達成にむけて，
校内研究・研修等に位置付
け，教育内容・方法，学校・
地域の教育資源，評価方法等
に関する情報を収集し，選別
する。 

ステップ３：計画する 
教師たちが，協働的に授業を計

画するプロセス。このプロセスに
おいて，教師たちは，授業の目
的・教材・手順・期間，そして子
どもが取り組む活動を概観する共
通の公式計画を開発し，子どもの
学習のどのようなエビデンスを収
集するかを決定する。 

③カリキュラムの組織 
 教職員らが協働的に選別し
た教育内容・方法，学校・地
域の教育資源等からカリキュ
ラムを組織し，評価規準を決
定する。 

第二段階： 
変 革 の た め の
学習 
 
経営活動： 
学 校 の 一 部 の
組 織 で モ デ ル
を 示 し ， 他 の
組 織 が 模 倣 す
る 
 
教育活動： 
校 内 研 究 等
で ， リ ー ダ ー
等 が 新 し い 教
育 実 践 の モ デ
ル を 示 し ， 他
の 教 職 員 が 模
倣する 
各 教 職 員 が 目
標 に 向 か っ て
試 行 錯 誤 し な
が ら 新 し い 実
践を行う。 

モデ ルの
模倣 ，新
たな 実践
の試 行錯
誤に よる
新し い考
え方 や価
値観 の学
習 

ステップ４：実行する 
教師たちが，計画した授業を教

え，成果と課題を書き留め，子ど
もの活動のエビデンスを収集する
プロセス。このプロセスにおい
て，教師たちは，連続的な自己評
価や内的な対話を促進するための
活発な省察を促進する。 

④教育活動の実施 
教職員らが新たなカリキュ

ラムに沿った教育活動を実施
し，成果と課題を記録する。
その際，連続的に自己評価や
省察を行う。 

ステップ５：分析する 
 教師たちが，授業の効果につい
て対話・協議するプロセス。この
プロセスにおいて，教師たちは，
スタンダードの再検討・把握，子
どもの活動のサンプルの分析，そ
して指導の強みや弱みや示唆につ
いての推論のために協力して活動
する。 

⑤教育活動の評価 
 教職員らが実施した教育活
動について省察的な対話・協
議を通して評価を行う。その
際，教育目標（めざす子ども
像）の再検討・把握，記録等
をもとに子どもの活動の分
析，教育方法・内容の評価の
ために協働する。 

ステップ６：調整する 
 教師たちが，子どもの活動の分
析から生じる示唆を省察するプロ
セス。このプロセスにおいて，教
師たちは，お互いの授業経験を省
察し，未来の指導のための戦略を
検討・確認し，授業を洗練・改善
する。 
 
 

⑥カリキュラムの維持・改善 
教職員らが評価から得られ

た示唆を省察する。その際，
教職員らが実施した教育活動
につて協働的に省察し，維
持・改善点を今後の教育活動
やカリキュラムに反映させ
る。 
  

第三段階： 
再文化化 
 
評 価 に よ る 成
果 の 意 味 付 け
と 言 語 化 に よ
る 個 人 内 及
び ， 組 織 構 造
内 へ の 取 り 込
み 

カリ キュ
ラム や組
織構 造へ
の取 り込
み 

熊谷・藤井（2019）の学校文化変革のプロセス，織田（2014）の PTLC のステップを一部

改変し，カリキュラムの編成視点を加え作成 
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そして，「②カリキュラムのための選別」，「③カリキュラムの組織」によっ

て教育目標（めざす子ども像）の達成が期待できる教育活動やカリキュラムが

具体化されることで，危機を乗り越える見通しとなる。そのため，「①カリキ

ュラムのための検討」から「③カリキュラムの組織」が一体的に行われること

によって，「変革の動機づけ」となる。 

 

２ 「変革のための学習」段階における PTLC のステップと PLC 醸成をめざし

たカリキュラム編成のプロセス 

学校文化変革のプロセスの第二段階「変革のための学習」には，PTLC の

「ステップ４：実行する」，「ステップ５：分析する」，「ステップ６：調整する」

が対応する。 

 「ステップ４：実行する」で記されている「成果と課題を書き留め，子ども

の活動のエビデンスを収集する」とは，記録と捉えることができる。この点を

踏まえて，カリキュラム編成のプロセスに置き換えると，この段階は「④教育

活動の実施」であり，「教職員らは，新たなカリキュラムに沿った教育活動を

実施し，成果と課題を記録する。その際，連続的に自己評価や省察を行う」プ

ロセスであるといえる。 

「ステップ５：分析する」で記されている「授業の効果」は，評価によっ

て判断することができる。「スタンダードの再検討・把握」を広義で「教育目

標（めざす子ども像）の再検討・把握」と捉えると，それに関連する指導や教

育内容・方法を評価し改善への示唆を得る段階である。これらの点を踏まえて，

カリキュラム編成のプロセスに置き換えると，この段階は「⑤教育活動の評価」

であり，「教職員らが実施した教育活動について省察的な対話・協議を通して

評価を行う。その際，教育目標（めざす子ども像）の再検討・把握，記録等を

もとに子どもの活動の分析，教育方法・内容の評価のために協働する」プロセ

スであるといえる。 

「ステップ６：調整する」で記されている「子どもの活動の分析から生じ

る示唆」とは，評価から得られる示唆のことであり，この段階では教育活動全

体を俯瞰的に省察することと捉えることができる。そのため，「お互いの授業

経験を省察」するために，複数の教育活動の省察を行うこととなる。「未来の

指導のための戦略」とはカリキュラムと捉えることもできる。「授業を洗練・

改善する」ということを，維持・改善点を明らかにし教育活動やカリキュラム

に反映させると捉える。これらの点を踏まえて，カリキュラム編成のプロセス

に置き換えると，この段階は「⑥カリキュラムの維持・改善」であり，「教職

員らが評価から得られた示唆を省察する。その際，教職員らが実施した教育活

動につて協働的に省察し，今後の維持・改善点を教育活動やカリキュラムに反

映させる。」プロセスであるといえる。 

 この，「④教育活動の実施」から「⑥カリキュラムの維持・改善」にかけて

のプロセスは，「モデルの模倣や新たな実践の試行錯誤をとおして，教職員や

学校組織が新しい考え方や価値観，行動様式を学ぶ機会」（熊谷・藤井 2019）

幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園における ｢専門職の学習共同体｣ の醸成　―教育・保育課程等編成のプロセスに着目して―

─ 73 ─



幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園における｢専門職の学習共同体｣の醸成 

－教育・保育課程等編成のプロセスに着目して－ 

であり，それは「変革のための学習」と捉えることができる。 

 

３ 「再文化化」段階における PTLC の位置づけ 

 熊谷・藤井（2019）によると，学校文化変革のプロセスの第三段階「再文

化化」とは，評価の際に学校として価値のあることに意味付けをし，言語化に

よって個人内及び組織構造へ取り込む段階である。新たなカリキュラムとして

具体化され実施された教育活動を評価した際に，価値のある教育内容・方法に

意味づけをし，文書等に取り込まれ維持された場合は，「再文化化」したこと

となる。 

 先程，「④教育活動の実施」から「カリキュラムの維持・改善」を「変革の

ための学習」の段階として捉えたが，見方を変えると，「教育活動の評価」，

「カリキュラムの維持・改善」には評価と意味づけによる取り込みの機能があ

ることから「再文化化」の段階と捉えることもできる。更に別の見方をすると，

PTLC 全体を一つの経営活動として捉えるとすると，PTLC は学校文化変革の第

二段階における新たな経営活動と捉えることもできる。PTLC の学校文化変革

のプロセスへの厳密な位置づけは，現段階では困難であるが，PLC 醸成のため

の「再文化化」にむけて学校でめざすのは，PTLC のステップを学校文化とし

て取り込むことではないだろうか。 

 

４ PTLC におけるリーダーシップ 

 学校文化変革のプロセスと PTLC との違いの一つに，リーダーシップの役割

の位置づけがある。PTLC においてはリーダーシップの役割が位置づけられて

いる。織田（2014）は PTLC 全体を支援する重要な要素として，リーダーシッ

プに関する次の３点を示している。 

  

①明確な期待を伝える：リーダーが，自らの言動のなかで，PTLC の実行

に対するコミット（例：全職員の参加，効果的な学習の機会，同僚と

の健全な関係の構築のための戦略として活用するという期待）を伝え

る。 

②能力を構築する：リーダーが，支援を必要とする成員を認識して，適時

に支援を行うとともに，必要に応じた資源（例：協働のための時間，

指導コーチや内容専門家からの支援）の提供を通じて，教師の能力を

高める。 

  ③監督・批評する：リーダーが，チーム内で生じる協働の効果を監督し，

反省的な問いを求め，必要な資源を提供し，指導改善への焦点を維持

し，必要な場合は介入する。 

 

「PTLC の主たる焦点は教室実践にあるが，効果的なティーチングのための

責任は，教室レベルに限定されるものではなく，継続的な同僚の相互作用やリ

ーダーシップを必要とする」（織田 2014）。PTLC の取組の成功のカギを握るの
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は，こうした取組を支援し促進するリーダーシップにある。そういった意味で

も，リーダーシップに関する視点は，PLC 醸成にむけたカリキュラム編成にお

いても取り入れたい。 

 

Ⅱ 幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園における PLC 醸成をめざした

教育・保育課程等編成のプロセス 

１ PLC 醸成をめざした教育・保育課程等編成のプロセス 

ここでは，PLC 醸成をめざしたカリキュラム編成のプロセスをもとに，幼稚

園・保育所・幼保連携型認定こども園における教育・保育課程等編成のプロセ

スを示した（表２）。PLC 醸成をめざしたカリキュラム編成のプロセスは，学

校全般を対象にしたものである。そのため，幼稚園・保育所・幼保連携型認定

こども園に適した言葉の表現に置き換える必要がある。例えば，PLC 醸成をめ

ざしたカリキュラム編成のプロセスで使用した「カリキュラム」「教職員」「教

育」「学校」といった言葉は，それぞれ「教育・保育課程等」「職員」「教育・

保育」「園」という言葉に置き換えた。そして，『幼稚園教育要領』，『保育所保

育指針』，『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』及び各解説と関連付けな

がら，教育・保育課程等編成のプロセスの内容について言及した。 

 

（１）教育・保育課程等のための検討 

 この段階は「①教育・保育課程等のための検討」であり，「職員らが担当年

齢等のグループで，法令，『幼稚園教育要領』，『保育所保育指針』，『幼保連携

型認定こども園教育・保育要領』（資質・能力，幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿）等を踏まえて，子どもの学びや成長に関するデータや教育・保育目

標（めざす子ども像）について検討・議論を行う。その際，職員らが教育・保

育目標（めざす子ども像），評価方法，現行の教育・保育課程等について共通

理解を図るために協働する」プロセスである。 

まず，職員らが教育・保育課程等のために協働的に評価等を通して情報収

集を行うことで教育・保育課程等の編成に必要な事項について共通理解を図る。

子ども実態を把握するにあたって評価を行うことについて，『幼稚園教育要領』

及び『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』には「他の幼児との比較や一

定の基準に対する達成度についての評定によって捉えるものではないことに留

意すること」と記されている。それでは，どのように評価を行えばよいのだろ

うか。『幼稚園教育要領』及び『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』で

は，「指導の過程を振り返りながら」子どもの理解を進めることが記されてい

る。また，『保育所保育指針』では，評価について「保育士等の自己評価」，

「保育所の自己評価」という形で記されており，「保育の計画や保育の記録を

通して」自らの保育実践振り返ることや，「自己評価にあたっては，子どもの

活動内容やその結果だけでなく，子どもの心の育ちや意欲，取り組む過程など

にも十分に配慮するよう留意する」ことが記されている。それは，子どもの姿，

指導計画や記録等をもとに教育・保育内容や指導の過程を評価し，子どもや園  
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表２ 幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園において PLC 醸成をめざした教育・保育

課程等編成のプロセス 

PLC 醸成をめざした 
教育・保育課程等編成のプロセス 

①教育・保育課程等のための検討
 職員らが担当年齢等のグループで，法令，『幼稚園教育要領』，『保育所保育指針』，『幼
保連携型認定こども園教育・保育要領』（資質・能力，幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿）等を踏まえて，子どもの学びや成長に関するデータや教育・保育目標（めざす子
ども像）について検討・議論を行う。その際，職員らが教育・保育目標（めざす子ども
像），評価方法，現行の教育・保育課程等について共通理解を図るために協働する。 

②教育・保育課程等のための選別
 職員らが教育・保育目標（めざす子ども像）達成にむけて，園の研究・研修等に位置
付け，教育・保育内容及び方法，園・地域の教育・保育資源，評価方法等に関する情報
を収集し，選別する。 

③教育・保育課程等の組織 
職員らが協働的に選別した教育・保育内容及び方法，園・地域の教育・保育資源等か

ら教育・保育課程等を組織し，評価規準を決定する。 

④教育・保育の実施 
 職員らが新たな教育・保育課程等に沿った教育・保育を実施し，成果と課題を記録す
る。その際，連続的に自己評価や省察を行う。 

⑤教育・保育の評価 
 職員らが実施した教育・保育について省察的な対話・協議を通して評価を行う。その
際，教育・保育目標（めざす子ども像）の再検討・把握，記録等をもとに子どもの活動
の分析，教育・保育方法及び内容の評価のために協働する。 

⑥教育・保育課程等の維持・改善
職員らが評価から得られた示唆を省察する。その際，職員らが実施した教育・保育に

つて協働的に省察し，維持・改善点を今後の教育・保育や教育・保育課程等に反映させ
る。 
留意事項： 
・①～③のプロセスは，一体的に行う。 
・取組を支援・促進するリーダーシップが必要。 

 

の実態を把握することといえる。実際，『幼稚園教育要領』及び『幼保連携型

認定こども園教育・保育要領』には，「園に累積されている資料などから園児

の発達の過程や実情を的確に把握する必要がある」と記されている。 

そして，職員らが協働的に教育・保育目標（めざす子ども像）を明確にし，  

共通理解を図る必要がある。『幼稚園教育要領』，『幼保連携型認定こども園教

育・保育要領』では，「育みたい資質・能力を踏まえて」各園の教育・保育目

標を明確にすることが記されている。それでは，育みたい資質・能力とはいっ

たいどのような姿なのだろうか。幼児教育施設修了時に資質・能力が育まれて

いる子どもの具体的な姿として，『幼稚園教育要領』，『保育所保育指針』，『幼

保連携型認定こども園教育・保育要領』の全てに共通して示されているのが

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」である。「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」として，「健康な心と体」，「自立心」，「協同性」，「道徳性・規

範意識の芽生え」，「社会生活との関わり」，「思考力の芽生え」，「自然との関わ

り・生命尊重」，「数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚」，「言葉による

伝え合い」，「豊かな感性と表現」の 10 の姿が示されている。教育・保育目標

（めざす子ども像）を明確にする際に，育みたい資質・能力を踏まえるとは，

この「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえることと捉えることが

できる。 
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（２）教育・保育課程等のための選別 

この段階は「②教育・保育課程等のための選別」，「職員らが教育・保育目

標（めざす子ども像）達成にむけて，園の研究・研修等に位置付け，教育・保

育内容及び方法，園・地域の教育・保育資源，評価方法等に関する情報を収集

し，選別する」プロセスである。 

『保育所保育指針』には，「職場における研修等」として以下の様に記され

ている。 

 

職員が日々の保育実践を通じて，必要な知識及び技術の修得，維持及び向

上を図るとともに，保育の課題等への共通理解や協働性を高め，保育所全

体として保育の質の向上を図っていくためには，日常的に職員同士が主体

的に学び合う姿勢と環境が重要であり，職場内での研修の充実が図られな

ければならない。 

 

教育・保育目標（めざす子ども像）は，保育の重要な課題である。その達成に

むけて教育・保育課程等を組織し実施するにあたって，研究・研修の充実が必

要となる。また，教育・保育課程等を組織するには教育・保育内容及び方法を

選別する必要がある。しかし，そのためには，『幼稚園教育要領解説』及び

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』に記されているように，「園

生活の全体を通して，園児がどのような発達をするのか，どの時期にどのよう

な生活が展開されるのかなどの発達の節目を探り，長期的に発達を見通す」こ

とが必要となる。幼児の発達の過程を知ることは，教育・保育内容及び方法を

選別するために重要な情報となる。 

更に，教育・保育内容及び方法を選別し教育・保育課程等を組織するため

には，更に，職員らが園や地域の教育資源を把握する必要がある。『幼稚園教

育要領解説』及び『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』おいても、

「園や地域の実態」を把握することが記されており、園や地域の物的環境，人

的環境等の教育資源に関する情報も含めて把握を行うことで，教育・保育目標

（めざす子ども像）を指標としながら，必要な資源の選別を行うことが可能と

なる。 

 

（３）教育・保育課程等の組織 

この段階は「③教育・保育課程等の組織」であり，「職員らが協働的に選別

した教育・保育内容及び方法，園・地域の教育・保育資源等から教育・保育課

程等を組織し，評価規準を決定する」プロセスである。 

保育所・幼保連携型認定こども園において教育・保育課程を組織するとい

うことは，『幼稚園教育要領解説』，『保育所保育指針解説』及び『幼保連携型

認定こども園教育・保育要領解説』に共通して記されているように，具体的な

ねらいと内容を組織するということである。『幼稚園教育要領』には「『幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿』を踏まえて教育課程を編成する」ことが記さ
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れている。また，『幼稚園教育要領』には，「第 2 章に示すねらいが総合的に

達成されるように，教育課程に係る教育期間や幼児の生活経験や発達の過程な

どを考慮して具体的なねらいと内容を組織する」とされている。この「第 2

章に示すねらい」とは，「育みたい資質・能力を幼児の生活する姿から捉えた

もの」である。また，内容は，「②教育・保育課程等のための選別」において

選別した教育・保育資源を踏まえて組織することになる。この点については，

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』においても同様の記述が見れられ

る。 

また，評価とは「①教育・保育課程等のための検討」で述べたように，子

どもの姿，指導計画，記録等によって行われる。その為，ここでいう評価規準

とは，子どもの姿，指導計画，記録等を振り返る際の視点である。その際に，

例えば，教育・保育目標（めざす子ども像）が評価を行う際の指標となる。 

  

（４）教育・保育の実施 

この段階は「④教育・保育の実施」であり，「職員らが新たな教育・保育課

程等に沿った教育・保育を実施し，成果と課題を記録する。その際，連続的に

自己評価や省察を行う」プロセスである。 

 この段階における自己評価や省察とは，教育・保育を実施した職員が自ら省

みることによって行われる。ここでの自己評価は，「①教育・保育課程等のた

めの検討」で触れた自己評価と同様である。 

 

（５）教育・保育の評価 

この段階は「⑤教育・保育の評価」であり，「職員らが実施した教育・保育

について省察的な対話・協議を通して評価を行う。その際，教育・保育目標

（めざす子ども像）の再検討・把握，記録等をもとに子どもの活動の分析，教

育・保育方法及び内容の評価のために協働する」プロセスである。 

評価の具体的な方法については，「①教育・保育課程等のための検討」で触

れた内容と同様である。この段階の評価と「④教育・保育の実施段階における

評価」との違いは，④の評価が自己評価と個人による省察が中心であったのに

対して，この段階では職員間で協働的に行うという点である。 

 

（６）教育・保育課程等の維持・改善 

この段階は「⑥教育・保育課程等の維持・改善」であり，「職員らが評価から

得られた示唆を省察する。その際，職員らが実施した教育・保育につて協働的

に省察し，維持・改善点を今後の教育・保育や教育・保育課程等に反映させる」

プロセスである。 

 評価から得られた示唆とは，教育・保育の成果と課題である。成果は維持し，

課題は改善を行う必要がある。ただし，『幼稚園教育要領解説』及び『幼保連

携型認定こども園教育・保育要領解説』に共通して示されているように，「指

導計画で設定した具体的なねらいや内容などのように，比較的直ちに修正でき
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るものもあれば，人的・物的条件のように，比較的長期の見通しの下に改善の

努力をしなければならないものもある」。とりわけ，改善には時間を要する場

合もある。どちらにせよ，維持・改善の持続可能性を高めるために，明文化等

により教育・保育課程に取り入れる等の工夫が必要である。 

 

 

２ PLC 醸成をめざした教育・保育課程等の編成における留意事項 

ここでは，PLC 醸成をめざした教育・保育課程等の編成における留意事項に

ついて言及する。 

PLC 醸成をめざしたカリキュラム編成のプロセスと同様に，PLC 醸成をめざ

した教育・保育課程等編成のプロセスにおいても，「①教育・保育課程等のた

めの検討」の段階で，園や子どもの課題を浮き彫りにすることが，危機感を高

めることにつながる。そして，「②教育・保育課程等のための選別」及び「③

教育・保育課程等の組織」が危機を乗り越える見通しとなる。これらの①から

③のプロセスが一体的に行われることによって，「変革の動機づけ」となる。

そのため，留意事項として「①～③のプロセスは，一体的に行う」ことを示し

た。 

また，PLC 醸成をめざした教育・保育課程等編成のプロセスを推進する際に

も，PTLC と同様に織田（2014）が示した①明確な期待を伝える，②能力を構

築する，③監督・批評する，といった取組を支援・促進するリーダーシップが

重要な役割を果たす。そのため，留意事項に「取組を支援・促進するリーダー

シップが必要」であることを示した。 

 

おわりに 

 本研究では，幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園において PLC 醸成

をめざした際の，教育・保育課程等編成のプロセスを明らかにすることを目的

とし，まず，学校文化変革のプロセスと PTLC の関係性を整理した上で，PLC

醸成をめざしたカリキュラム編成のプロセスを示した。そして，PLC 醸成をめ

ざしたカリキュラム編成のプロセスをもとに幼稚園・保育所・幼保連携型認定

こども園における PLC 醸成をめざした教育・保育課程等編成のプロセスを示

した。「PTLC は，１.教授・学習における協働，２.教室実践に影響力を持つ職

務に埋め込まれた職能発達，3．教授学習の改善のためのリーダーシップ，に

適した実践的で実行可能な戦略を表現するものである」（織田 2014）。この戦

略は，PLC 醸成をめざしたカリキュラム編成及び PLC 醸成をめざした教育・保

育課程等編成のプロセスにも反映された。教育・保育課程等の編成が職員らに

よって協働的に行われること，また，教育・保育課程編成が協働的に行われる

中で職員が学び合い専門性を高めること，そして，それらを支援し促進するた

めのリーダーシップのあり方を含めて提示することができた。 

『幼稚園教育要領解説』，『保育所保育指針解説』，『幼保連携型認定こども

園教育・保育要領解説』においても，それぞれ教育・保育課程等に関する編成
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の手順の「例」が示されている。それらの手順と本研究で示した PLC 醸成を

めざした教育・保育課程等編成のプロセスとを比較した結果，わずかな違いが

見られた。それは，『幼稚園教育要領解説』，『保育所保育指針解説』，『幼保連

携型認定こども園教育・保育要領解説』では，現状を把握するプロセス，教

育・保育目標（めざす子ども像）を明確にするプロセス，カリキュラムを組織

するプロセスが別々に示されているが，本研究で示したプロセスではそれらを

一体的に行うという点である。PLC 醸成をめざして園文化を変革するには，現

状を把握し，課題を表面化することによって危機感を一度高めたうえで課題解

決の見通しとして，教育・保育目標（めざす子ども像）の明確化と教育・保育

課程等の組織が一体的に行われる必要がある。その点においては，本研究で示

したプロセスは，『幼稚園教育要領解説』等で示された手順よりも，PLC 醸成

により特化したプロセスであるといえる。 

 また，教育・保育課程を編成する上でのリーダーシップについて，『幼稚園

教育要領解説』，『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』では，「園長

の責任において」と記される程度で具体的な在り方については言及されていな

い。しかし，本研究では，教育・保育課程編成を支援・促進するリーダーシッ

プのあり方について示すことができた。 

 一方で，本研究では，教育・保育目標（めざす子ども像）を明確にする際に，

資質・能力や幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえることには言及し

たが，子育て支援等の目標については言及していない。幼児教育施設が子育て

支援センターとしての機能を発揮するために，地域の子ども達を含めた子育て

支援に関して教育・保育課程等を編成する際にどのように扱っていくかは，

PLC 醸成をめざしたカリキュラム編成のプロセスにおける課題である。 

 今後，本研究で提案した，PLC 醸成をめざした教育・保育課程等編成のプロ

セスをもとに，実践研究を行い，更なる理論の精緻化と，実践事例の蓄積に努

めたい。 
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註 

１）施設によって，保育者の呼称が異なり教諭，保育士，保育教諭等がある。

また，幼稚園・幼保連携型認定こども園には，養護教諭，栄養教諭，事務

職員養護助教諭，その他必要な職員が，保育所には看護師，調理員，栄養

士等が在籍することもある。そこで，本稿ではそれらの幼児教育施設に在

籍する者を総称して，職員と呼ぶこととした。 
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２）幼稚園では教育課程が作成される。汐見（2017）によると，教育課程と

は学校の目標，すなわち目指すべき子ども像や身に付けさせたい能力や資

質，そして，それを具体化するための教育の基本計画，その評価の方法等

をかいた文書と説明している。そして，汐見（2017）は保育所でそれに

あたるのが保育課程であるとしている。現在の『幼稚園教育要領』におい

ては，学校保健計画，学校安全計画等と関連させて，『保育所保育指針』

『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』においては，保健計画，食育

計画などを含んだ「全体的な計画」を作成することが明記されている。汐

見（2017）は「『全体的な計画すなわち保育課程』といえばわかりやすい」

と述べている。 

 

３）保育所は，保育園という名称で使用されることもある。ここでは，幼稚 

園・保育所・認定こども園を略して表す際に「園」を用いることとした。 
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